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磁気センサは身の回りのさまざまな物性を計測する手段として広く用いられており[1]、携帯電

話やスマートフォンに実装されるなど、IoT時代においても中心的な役割を担っている。一方で、

これまでに、さまざまな原理に基づく磁気センサが提案されてきているが、この中で磁気抵抗効

果を用いた磁気センサは他のセンサと比較して、簡便、省電力かつ高感度である事から代替への

期待が高くなってきている。その中でも、強磁性トンネル磁気抵抗(Tunnel Magnetoresistance：TMR)

効果を用いた TMR 素子は原理的に無限大の抵抗変化率を実現可能な事から、HDD 用読み出しヘ

ッドや不揮発性磁気メモリ、高周波発振素子などへの応用が検討され、それぞれの用途に応じた

最適なデバイス構造が提案されてきた。 

現在 TMR 素子が最も注目されている応用分野として生体磁気計測がある[2]。磁気による生体

計測の対象は、肺磁(じん肺計測)から心磁へ、更に脳磁へとより弱磁場を検出する要求が高まる方

向である[3]。今後本格的な IoT/IoH 時代を迎え、この傾向は更に進む事が考えられ、生体用途と

しての高性能化が求められる。しかしながら、前述の TMRデバイスの構造は、生体からの磁気信

号のような、ある程度の空間的な広がりを持つ磁場の検出に対して最適な構造とは異なるもので

あった。本報告では、TMR 素子を用いた高感度な磁気センサの生体磁気計測への応用について、

その研究成果の最新の状況を整理すると共に生体用センサとしての最適な構造について議論する。 
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